












































































































































要  旨:

 我が国の少子化は大きな社会問題となっている。少子化の原因の究明に当たり、社会環

境が結婚・出産・育児に及ぼす影響について検討した。研究は、①全国の既婚・未婚の 20

代から 30 代の男女合計 7,078 人を対象としたアンケート調査、②小児保健・児童福祉等

の分野での指導的立場の人材からの少子化に関する意見聴取調査、③3 歳児神話などの我

が国の伝統的な育児に関する文献的検討、の 3方法によって実施した。その総括的な結果

としては、わが国の伝統的結婚観や育児観のもとに、個人の自由を大切にし束縛されたく

ないという気持が底辺にあって、結婚や育児を躊躇させる要因となっている。そのうえに、

経済的理由が今日の若者の晩婚や非婚の原因となっていることも確認された。さらに、出

産に障害を及ぼす要因に関しても、経済面や仕事と育児の困難性をもたらしている今日の

諸制度の不備な状態をあげることができる。また、少子対策に関しても地域特性を十分に

配慮した子育ての経済的支援、保育体制の整備等が必要であることも確認された。


